
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

　
こ
の
試
験
区
の
設
定
に
は
関
係
住
民
の
協
力

と
関
係
機
関
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る

む
す
び

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
年
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

時
代
を
迎
え
節
水
型
の
夏
も
終
り
、
本
市
水
道

に
お
い
て
は
給
水
制
限
等
も
な
く
、
夏
の
ピ
ー

ク
を
乗
り
き
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は

水
が
豊
富
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
時

宜
を
得
た
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
っ
て
、
限
り
あ
る
資
源
と
し
て
の
水
問

題
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

以
上
水
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
概
略
述
べ
て

は
中
水
道
や
下
水
の
再
利
用
そ
れ
に
海
水
の
淡

水
化
等
と
し
て
検
討
中
で
あ
る
が
、
水
道
に
お

い
て
は
ま
ず
現
在
の
水
に
つ
い
て
そ
の
有
効
適

切
な
運
用
に
務
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　
し
か
し
水
道
の
根
幹
を
な
す
配
水
管
が
埋
設

さ
れ
て
い
る
位
置
は
ふ
く
そ
う
す
る
道
路
下
の

こ
と
で
あ
る
た
め
種
々
問
題
が
多
く
、
改
め
て

道
路
に
お
け
る
都
市
施
設
の
在
り
方
が
問
い
直

さ
れ
る
時
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
最
近
の
例
を
見
て
も
、
一
つ
の
埋
設
物
の
事

故
は
そ
れ
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
ず
、
個
々
の
埋

設
物
は
そ
れ
ぞ
れ
他
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
ま
で
以

上
に
関
係
各
機
関
の
相
互
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
。
　
　
　
〈
水
道
局
施
設
部
施
設
課
主
査
〉

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
わ
が
国
ガ
ス
事
業
発
生
の
地

三
―
現
状
と
供
給
方
式

四
―
施
工
と
管
理

こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
な
が
ら
、
ガ
ス
導

管
の
保
安
の
確
保
、
施
設
の
拡
充
を
め
ざ
し
て

い
る
。

　
今
回
〝
横
浜
の
地
下
と
そ
の
利
用
〟
と
い
う

テ
ー
マ
で
特
集
が
組
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
ガ
ス
管
の
占
用
の
歴
史
か
ら
、
ガ
ス
施
設

の
現
状
及
び
そ
の
管
理
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た

い
と
思
う
。
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④
ガ
ス

高
橋
健
一
　
谷
田
部
義
央

は
じ
め
に

　
都
市
ガ
ス
事
業
は
、
公
益
事
業
と
し
て
需
要

家
の
方
々
の
絶
え
ざ
る
需
要
に
対
し
、
良
質
な

ガ
ス
を
安
定
し
て
、
安
全
に
供
給
す
る
こ
と
を

基
本
使
命
と
し
、
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の

一
翼
と
し
て
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
貢
献

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
当
社
は
、
国
が
指
向
し
て
い
る
脱
石
油

の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
の
導
入
を
は
か
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
よ
る
熱
量

変
更
作
業
を
推
進
し
て
お
り
、
都
市
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
、
都
市
ガ
ス
の
必
要
性
は
、
近
年
ま

す
ま
す
増
大
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

　
都
市
ガ
ス
の
供
給
は
、
ガ
ス
導
管
を
通
し
て

行
わ
れ
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
供
給
方
式
は
、
輸
送
損
失
が
な
く
、
総
合

熱
効
率
の
良
い
シ
ス
テ
ム
で
、
省
于
不
ル
ギ
ー

時
代
に
適
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
い
え
る
。

　
ガ
ス
エ
事
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
の

地
下
を
利
用
し
て
い
る
上
、
下
水
道
、
電
気
、

電
話
等
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
相
互
の
施
設

の
保
全
を
確
保
し
、
道
路
の
も
つ
機
能
を
損
う

五
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わ
が
国
ガ
ス
事
業
発
生
の
地

〝
横
浜
〟

　
日
本
で
最
初
に
地
下
埋
設
物
と
し
て
、
ガ
ス

導
管
が
道
路
を
占
用
し
た
の
は
、
都
市
ガ
ス
事

業
発
生
の
地
、
横
浜
市
中
区
の
通
称
「
馬
車

道
」
、
「
日
本
大
通
り
」
で
、
明
治
五
年
の
こ

と
で
あ
る
。

　
当
社
の
史
料
に
よ
る
と
、
明
治
三
年
、
高
島

嘉
右
ヱ
門
ほ
か
の
有
力
者
に
よ
り
、
「
日
本
社

中
」
が
結
成
さ
れ
、
中
区
本
町
（
現
在
の
本
町

小
学
校
）
に
製
造
施
設
の
建
設
が
開
始
さ
れ

た
。
明
治
五
年
に
完
成
し
、
同
年
十
月
「
馬
車

道
」
、
「
日
本
大
通
り
」
に
ガ
ス
灯
が
点
灯
さ

れ
、
わ
が
国
に
お
け
る
歴
史
的
瞬
間
と
な
っ

た
。

　
そ
の
後
、
高
島
氏
の
個
人
経
営
で
あ
っ
た
ガ

ス
会
社
は
、
明
治
二
十
二
年
に
市
制
が
施
行
さ

れ
る
と
共
に
横
浜
市
の
市
営
ガ
ス
事
業
と
な

り
、
昭
和
二
十
年
東
京
ガ
ス
に
併
合
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
当
時
の
ガ
ス
は
、
熱
源
と
し
て
の
利
用
で
は

な
く
照
明
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
明

治
二
十
一
年
に
電
灯
が
出
現
し
、
徐
々
に
、
そ

の
位
置
を
電
気
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
。
明
治

二
十
七
年
に
、
馬
車
道
に
あ
っ
た
牛
肉
店
で
、

ガ
ス
を
熱
源
と
し
て
使
用
し
た
と
の
記
録
が
あ

り
、
こ
の
頃
か
ら
熱
源
と
し
て
の
利
用
が
始
ま

っ
た
。

現
状
と
供
給
方
式

①
―
均
一
な
熱
量
と
適
正
な
圧
力

　
ガ
ス
は
、
常
に
均
一
な
熱
量
と
適
正
な
圧
力

を
も
っ
て
お
客
さ
ま
に
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
現
在
、
東
京
ガ
ス
で
は
、
脱
石
油
を
め
ざ
し

図―１　ガスの供給方法

天
然
ガ
ス
に
よ
る
熱
量
変
更
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
供
給
区
域
内
に
、
熱
量
五
、
〇
〇
〇
キ
戸

カ
ロ
リ
ー
と
一
二
○
○
○
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の

二
つ
の
地
区
が
あ
る
。
ガ
ス
供
給
規
定
に
よ
っ

て
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ

五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
～
二
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
間
で
、
一
一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
地
区

は
一
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
～
二
五
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
間
で
供
給
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
お
お
よ
そ
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
地

区
は
一
二
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
一
一
、
○

○
○
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
地
区
は
二
〇
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
前
後
の
圧
力
で
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　
ガ
ス
の
製
造
工
場
で
製
造
さ
れ
た
ガ
ス
が
、

お
客
さ
ま
の
も
と
に
送
ら
れ
る
の
は
、
ガ
ス
導

管
を
と
お
し
て
で
あ
る
が
、
図
１
１
に
示
す
よ

う
に
、
導
管
の
ほ
か
に
も
、
ホ
ル
ダ
ー
や
整
圧

器
（
ガ
バ
ナ
ー
）
が
働
い
て
い
る
。

　
こ
の
系
統
図
の
内
、
道
路
の
下
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
の
は
、
本
支
管
、
供
給
管
で
あ
り
、
ガ

バ
ナ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ
ル
ダ
ー
、
ガ
バ
ナ

ー
は
道
路
に
面
し
た
用
地
を
取
得
し
、
設
置
さ

れ
て
い
る
。

②
―
横
浜
市
域
の
ガ
ス
導
管
延
長
ば

　
　
四
六
〇
万
メ
ー
ト
ル

　
現
在
の
横
浜
市
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
現
状

は
、
表
―
１
に
示
す
よ
う
に
需
要
家
件
数
六
一

万
八
千
件
、
都
市
ガ
ス
の
普
及
率
は
七
七
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
現
在
）
を

図― 2　^'ス導管埋設延長示
し
て
お
り
、
当
社
と
し
て
は
、
横
浜
支
社
、

港
北
営
業
所
の
二
個
所
の
営
業
拠
点
で
、
お
客

さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
当
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
需
要
家
に
ガ
ス
を
送
る
導
管
の
延

長
は
、
図
－
２
に
示
す
よ
う
に
年
々
増
加
し
、

昭
和
五
十
三
年
度
末
に
約
四
六
〇
万
メ
ー
ト
ル

の
規
模
に
な
っ
て
い
る
。

③
―
家
庭
へ
の
供
給
は
低
圧
導
管
か
ら

　
当
社
の
ガ
ス
供
給
方
式
は
、
図
―
１
に
示
す

と
お
り
、
お
客
さ
ま
に
供
給
で
き
る
導
管
は
、

主
に
低
圧
本
支
管
と
呼
ん
で
い
る
導
管
で
あ

る
。
ま
た
高
中
圧
本
管
と
呼
ば
れ
て
い
る
導
管

は
、
直
接
需
要
家
に
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管
で

は
な
い
が
、
各
地
区
に
設
置
し
て
あ
る
ガ
バ
ナ

ー
ま
で
の
供
給
源
と
し
て
必
要
な
導
管
で
、
が
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バ
ナ
ー
を
通
し
て
地
域
の
需
要
家
の
方
々
と
結

び
つ
い
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
ガ
ス
管
が
皆
無
の
地
域
の
方
々
か

ら
ガ
ス
の
引
込
み
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、

ま
ず
供
給
源
で
あ
る
中
圧
導
管
を
そ
の
地
域
の

中
心
部
ま
で
布
設
し
、
整
圧
器
を
設
け
そ
こ
か

ら
低
圧
の
導
管
を
網
の
目
の
よ
う
に
広
げ
埋
設

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
結
果
、
一
部
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
中

圧
導
管
と
低
圧
導
管
と
が
重
複
し
て
埋
設
さ
れ

て
い
る
恚
い
う
状
態
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
場
合
、
基
本
的
に
ぱ
、
中
圧
導
管
を
車

道
部
も
し
く
は
、
道
路
中
心
側
に
埋
設
し
、
低

圧
導
管
を
歩
道
部
も
し
く
は
、
民
地
側
に
埋
設

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

表―1　需要家件数と普及率(54年３月末現在)

施
工
と
管
理

　
ま
た
、
既
に
中
圧
導
管
が
布
設
さ
れ
て
い
る

地
域
の
方
々
か
ら
申
し
込
み
が
生
ず
る
場
合

は
、
既
設
の
中
圧
導
管
か
ら
分
岐
の
中
圧
導
管

を
布
設
し
、
カ
バ
ナ
ー
の
設
置
、
低
圧
導
管
の

布
設
と
い
う
方
法
で
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
め
場
合
も
、
既
設
中
圧
導
管
の
埋
設
さ
れ
て

い
る
道
路
の
一
部
に
低
圧
導
管
が
重
複
し
て
埋

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
部
の
道
路
に
は
、
高
、

中
、
低
圧
と
い
っ
た
三
種
類
の
圧
力
の
異
な
る

ガ
ス
導
管
が
埋
設
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

大
半
の
道
路
は
、
主
と
し
て
低
圧
の
導
管
が
布

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
表
―
２
は
、
現
在
横
浜
市
に
あ
る
ガ
ス
施
設

を
示
し
て
い
る
。

①
―
ガ
ス
エ
事
は
小
規
模
な
都
市
土
木
工
事

　
ガ
ス
施
設
の
中
で
、
道
路
上
で
行
わ
れ
る
ガ

ス
エ
事
は
、
導
管
の
埋
設
工
事
で
あ
る
が
、
埋

設
さ
れ
る
導
管
の
規
模
は
通
常
口
径
三
〇
〇
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
～
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
管
で
、

既
設
導
管
の
最
大
口
径
で
も
七
五
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
冲
で
あ
り
、
下
水
管
等
と
比
べ
そ
の
規
模
は

ご
く
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
大
量
の
ガ
ス
を
流
す
必
要
が
あ
る

場
合
で
も
圧
力
を
加
え
、
ガ
ス
の
見
か
け
の
体

積
を
縮
少
し
、
口
径
の
小
さ
な
導
管
で
輸
送
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
、
圧
力

を
加
え
た
輸
送
幹
線
（
高
、
中
圧
管
）
を
採
用

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
図
―
１
参
照
）
。

表－２　横浜市内のガス施設

　
ま
だ
、
導
管
の
埋
設
さ
れ

る
深
さ
は
、
原
則
と
し
て
家

庭
供
給
用
の
低
圧
管
で
、
一

　
・
二
㍍
、
輸
送
幹
線
の
高
、

中
圧
管
で
、
一
・
五
㍍
～
一

　
・
八
㍍
で
あ
り
、
通
常
掘
さ

く
す
る
深
さ
は
二
㍍
前
後
の

深
さ
で
あ
る
。

　
ガ
ス
エ
事
の
規
模
は
、
他

の
都
市
土
木
と
比
較
し
小
規

模
工
事
に
属
し
、
そ
の
工
法

の
ほ
と
ん
ど
は
地
表
面
か
ら

掘
さ
く
し
、
埋
戻
す
開
さ
く

工
法
を
採
用
し
て
い
る
。

　
現
在
当
社
が
用
い
て
い
る
ガ
ス
管
の
区
分
は

表
－
３
の
区
分
で
、
使
用
目
的
に
応
じ
て
、
ガ

ス
の
圧
力
、
口
径
、
管
の
材
質
を
検
討
し
布
設

し
て
い
る
（
図
―
３
参
照
）
。

　
ガ
ス
の
布
設
に
あ
た
っ
て
、
管
体
自
身
に
ガ

ス
管
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
テ
ー
プ
を
巻

き
、
さ
ら
に
、
中
高
圧
等
に
あ
っ
て
は
、
管
上

約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
注
意
標

識
シ
ー
ト
を
敷
い
て
道
路
上
の
工
事
か
ら
導
管

図―３　ガス管の接合
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を
守
る
よ
う
対
処
し
て
お
り
、
埋
設
完
了
後

は
、
ガ
ス
事
業
法
に
基
づ
き
表
―
４
に
示
す
漏

え
い
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

②
Ｉ
ガ
ス
管
の
近
傍
工
事
は
″
要
注
意
″

　
ガ
ス
導
管
の
維
持
管
理
面
で
最
も
注
意
を
払

っ
て
い
る
の
は
、
他
企
業
の
施
工
す
る
工
事

（
他
工
事
）
に
よ
る
ガ
ス
導
管
の
損
傷
で
あ
る
。

表－３　ガス導管の種類

過
去
の
道
路
上
に
お
け
る
ガ
ス
事
故
の
原
因
の

ほ
と
ん
ど
は
、
他
工
事
に
起
因
し
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
四
年
の
板
橋
区
仲
宿
の
地
下
鉄
工

事
関
連
事
故
、
昭
和
四
十
五
年
の
大
阪
・
天
六

の
地
下
鉄
事
故
関
連
事
故
を
契
機
に
、
当
社
と

他
企
業
と
の
間
に
防
護
協
定
が
締
結
さ
れ
、
防

護
に
関
す
る
事
前
協
議
体
制
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
他
、
道
路
法
施
行
令
十
五
条
の
二
項
、

市
街
地
土
木
工
事
公
衆
災
害
防
止
対
策
要
綱
三

十
三
条
（
保
安
上
の
措
置
）
に
よ
り
一
般
工
事

に
つ
い
て
も
工
事
照
会
の
義
務
の
条
項
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
埋
設
物
の
近
傍
を
工
事
す
る
場

合
は
照
会
を
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
照
会
の
受
付
け
、
ま
た
は
事
前
協

議
の
窓
口
と
し
て
、
当
社
と
し
て
は
、
専
門
の

セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
対
応
し
て
い
る
。
未
照
会

工
事
も
多
少
あ
る
の
で
、
各
企
業
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
、
及
び
、
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
要
請
す

る
等
努
力
し
て
い
る
。

　
照
会
が
な
さ
れ
た
他
工
事
に
つ
い
て
は
、
ガ

ス
供
給
施
設
へ
の
直
接
の
支
障
あ
る
い
は
影
響

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
必
要
に
よ
り
、
保

安
の
確
保
を
は
か
る
た
め
、
｛
時
仮
設
、
移
設

使
用
の
一
時
停
止
。
吊
防
護
、
受
防
護
等
の
措

表―４　定期検査

置
を
行
う
と
共
に
、
巡
回
お
よ
び
立
会
い
を
行

い
ガ
ス
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
横
浜
市
の
関
連
で
は
、
下
水
道
局

と
、
交
通
事
業
管
理
者
と
の
間
に
防
護
協
定
が

締
結
さ
れ
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
他
工
事
を
当
社
だ
け
で
把
握
す
る

こ
と
は
現
状
困
難
で
あ
り
、
「
ガ
ス
事
故
防

図―４　ガス管の表示
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止
」
の
た
め
関
係
他
企
業
の
方
々
の
一
層
の
ご

協
力
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
都
市
ガ
ス
事
業
に

従
事
す
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
、
都
市
に
お

け
る
道
路
の
も
つ
機
能
お
よ
び
そ
の
利
用
の
あ

り
方
は
、
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
。

　
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
、
今
後
共
、
道
路
管
理

者
の
方
々
と
十
分
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
道
路

の
機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し
、

ガ
ス
エ
事
の
よ
り
良
い
施
工
管
理
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

〈
高
橋
＝
東
京
ガ
ス
Ｋ
Ｋ
神
奈
川
導
管
管
理
事

業
所
係
長
／
谷
田
部
＝
横
浜
支
社
係
長
〉

一
―
地
下
利
用
の
必
要
性

ニ
―
地
中
電
線
路
の
布
設
方
法

ョ
ン
等
集
団
住
宅
が
面
的
に
拡
が
っ
て
電
力
需

要
が
集
中
増
加
し
、
架
空
電
線
路
だ
け
で
は
量

的
に
不
十
分
で
、
地
中
電
線
路
を
導
入
し
て
対

応
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
地
中
線
設
備
量
も
最
近
急
激
に
増
加
し

て
い
る
〔
図
―
１
参
照
〕
。

　
こ
の
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
強
く
な
る
も
の

と
推
定
さ
れ
、
現
在
で
は
電
力
の
供
給
力
確
保

面
で
地
下
の
有
効
活
用
は
不
可
欠
な
条
件
と
な

調査季報63 79. 957

⑤
電
力

斉
藤
博
文
　
千
葉
松
男

地
下
利
用
の
必
要
性

　
電
力
流
通
設
備
は
、
架
空
電
線
路
と
地
中
電

線
路
に
大
別
で
き
、
通
常
は
架
空
電
線
路
を
主

体
と
す
る
が
、
地
中
電
線
路
は
架
空
電
線
路
に

比
較
し
て
、

　
・
多
額
の
建
設
費
を
要
す
る
。

　
・
需
要
の
変
化
に
対
応
し
に
く
い
。

　
・
建
設
に
長
時
間
を
要
す
る
。

な
ど
の
短
所
が
あ
る
。
そ
の
反
面
、

　
・
大
量
な
電
力
送
電
を
可
能
と
す
る
。

　
・
信
頼
性
が
高
い
。

な
ど
の
長
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
変
電
所
か
ら

の
引
出
部
分
な
ど
大
量
に
配
電
す
る
必
要
の
あ

る
場
所
、
お
よ
び
軌
道
横
断
な
ど
架
空
線
の
施

設
が
困
難
な
箇
所
の
技
術
的
観
点
か
ら
必
要
と

す
る
場
所
に
限
定
し
て
、
使
用
し
て
き
た
。

　
し
か
し
近
年
、
繁
華
街
お
よ
び
主
要
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
付
近
で
は
ビ
ル
化
の
進
展
が
著
し
く
、

高
圧
自
家
用
需
要
家
な
ら
び
に
中
高
層
マ
ン
シ

図―１　横浜市における

配電設備の伸び

五

地
下
埋
設
物
の
施
工
と
管
理
そ
の
５

一

―　｜
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